"歌 笑， 文化 

坂 口 安吾 



歌 笑の ような 男、 落語の 伝統の 型 を 破った 人物 は、 

私の 短い 半生で も、 さきに 金 語楼、 また 同じ ころ、 小 

三 治 (今、 別の 名で あるが 忘れた) などと いうの がい 

た。 金 語楼は 兵隊 落語、 小 三 治 は 源平 盛衰 記な ど 新し 

く よんだ ので ある。 私が はじめて 彼ら をき いたの は 中 

学生の ころで、 彼ら は 私と ほぼ 同年 配、 いくらか 年長 

の 程度で はない かと 思う が、 今の 歌 笑に くらべ ると、 

これほどの 時代 的な 関心 はよ ばなかった よう だ。 彼ら 

の 話術 を 比較して みても、 金 語 楼ょリ は、 歌 笑の 方に、 

あくど さが いくらか 少 いし、 時代への 関心 も いくらか 

深い。 金 語楼は 若い 時から ハゲ 頭の 自嘲 を 売り、 歌 笑 



こと は 想像に かたくない。 

しかし、 歌 笑に 一 つの 独自性が あつたと すれば、 彼 

の芸の 背景に し つ かりと 骨格 をな していた 醜男の 悲哀 

であったろう。 それ は 菊 池 寛の 骨格 をな していた それ 

よりも、 もっと めざましく 生ま 生まし いものであった 

し、 彼 は それ を、 ともかく 生ま 生まし くない 笑いに 転 

置す る ことに 成功して いたので ある。 

それが 歌 笑の 強味で あつたが、 彼の 未来に とって は、 

これが 又、 決定的な 悲観的 因子 をな していた ろうと 思 

う。 金 語楼の ハゲ頭 は、 愛 くるしくて、 映画の 笑いに 

も 適し、 三流の ァチ ヤラカ. ボ ー ィ として 通用す るで 
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